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第4期中期計画(2021 -2025) 概要
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観たい！
食べたい！
遊びたい！
学びたい
…

×

［コミュニティの形成］
・また行きたい
・移り住みたい ［地域消費増］

・そこでしか買えない
・そこでしか見られない

［健康社会］
・歩くことでの
未病化
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［自己実現］

ITS Japan Ệ

Ễ. 

［地域活性化］
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ITS Intelligent Transport Systems
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ITS Japan 2016-2020
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連携中枢都市圏構想を策定している地域（28地域＋α）
八戸圏域連携中枢都市圏（八戸市）、みちのく盛岡広域連携中枢都市圏（盛岡市）、新潟広域都市圏（新潟市）

長野地域連携中枢都市圏（長野市）、富山広域連携中枢都市圏(富山市)、とやま呉西圏域（高岡市・射水市）、石川中央都市圏（金沢市）
しずおか中部連携中枢都市圏（静岡市）、岐阜連携都市圏（岐阜市）、播磨圏域連携中枢都市圏（姫路市）
因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏（鳥取市）、岡山連携中枢都市圏（岡山市）、高梁（たかはし）川流域連携中枢都市圏
備後圏域（福山市）、広島広域都市圏（広島市）、広島中央地域連携中枢都市圏（呉市）、山口県央連携都市圏域（山口市・宇部市）
下関市連携中枢都市圏（下関市）、瀬戸・高松広域連携中枢都市圏（高松市）、れんけいこうち広域都市圏（高知市）、松山圏域（松山市）
北九州都市圏域（北九州市）、久留米広域連携中枢都市圏（久留米市）、大分都市広域圏（大分市）、長崎広域連携中枢都市圏（長崎市）
熊本連携中枢都市圏（熊本市）、みやざき共創都市圏（宮崎市）、かごしま連携中枢都市圏（鹿児島市）、会津若松市、南相馬市

ṕ Ṗ

BM

地形の特徴（山・川・海・中山間等）
人口の増減、高齢化率等
産業基盤（農業、水産、工業、観光等）
公共交通の路線、維持状況等
交通事業者の構成（電車・バス・タクシー）

NGOやNPOなど
地域の大学、地方豪族など
地域ベンチャー企業など

オンデマンドバス、タクシーなど
公共交通の運行状況見える化、路線再編、簡易バスロケ
スマートバス停、データのオープン化
シェアリング（クルマ、自転車など）、貨客混載など
自動運転バス実証実験、道の駅活性化など

取組みを支える技術・基盤
データ利活用（OD）
運用主体者、担い手など

特区活用、規制緩和
地域ボランティア活動
運用主体者の取り組みポイントなど
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社会実装の現場
(個人にとっての価値)
(公共の利益)

重要な価値
(目指す社会の姿)

提供される交通サービス
(ITSによる貢献)

構築すべき基盤

実現のための技術

4

個人の観点で、達成感をもって、生き生きとして、
安らぎのある日々を送るとは、どんなことか？

階層的アプローチ社会課題

基本的考え方

価値創造やサービスの視点から
技術論へブレークダウン

現場主義に基づき事例に立脚した具体論

競争と調和の境界を新しい考え方で再構築

グローバルな協調を想定した国際連携

少子高齢化

エネルギー・環境問題

経済成長の鈍化

安全・安心

実現したいコト

仕事

住処

¬ Ḵ
¬という思いから、第3期中期計画における社会課題

解決視点に加え、 Ệ



第4期中期計画スコープ抽出プロセス

＜検討のアプローチ＞
1. (年齢層や居住地の差異も抽出)
2. ITS Japanの多くの
3. し、ITSの取り組みの方向性を見出す

Ṅ

( ) ( )

ITS Japan

※実年層：5、60歳の年齢層をさす語。昭和60年に厚生省が公募して決めた

9
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Å新しい仕事に挑戦したい。
Å新規事業を起業したり、国際的に活躍したい。
Åそのために必要な能力を高めるための努力を
続けたい。

Å夫婦それぞれの活躍の場は同一でない。
それぞれ転勤もある。それを尊重したい。
Å子供の成長に伴い、最適な居住環境は変化。
Åワーク・ライフバランスを確保し、仕事を離れて
体験を拡張したい。

Åひとりでできる仕事が多い中で、毎日一か所に
集まる必要はない。通勤は無駄。
Å一方で、共通の目標に向かって、少人数の
チームで議論しながら取り組む仕事をしたい。
Å多彩な人々との交流を通じて、刺激を受け合
いながら成長したい。

Å地域貢献やボランティア活動をしたい。
Å住居周辺だけでなく、長期滞在を含めて多拠
点で地域のかかわりを持ちたい。

Å社会人として培った能力や個性を発揮したい。
Åスポーツ、創作、演奏などで自分らしさを発揮
したい。
Å現役時代に触れることのなかった体験の幅を広
げたい。

Å職場の近くや親の介護の必要性で住居を構え
ているが、一か所に常にとどまるのではなく、自
分らしさを発揮したり、新たな体験を拡大する
ために、複数拠点を渡り歩きたい。

Åこだわりたい分野での仲間づくりをし、個性を生
かした新たな活動の場を作りたい。
Å仕事や趣味の経験を活かして、子供や若い世
代の育成に関わりたい。

Åこれまで関わってこなかった地域のコミュニティ活
動に参加し、社会人生活で培った能力を活か
して地域貢献したい。

ṕ Ṗ
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成長と分配の好循環 Å労務費上昇の取引対価への転嫁

人づくり革命 Å複線型教育システムによる多様性追求
Å文理横断による問題発見・解決、未来社会構想・設計、論理的思考・
規範的判断
Å多様なニーズに対応して社会人が学び直す機会を拡充

働き方改革 Å多様な働き方を選択し能力を思う存分発揮できる一億総活躍社会
Åすべての人々が希望に応じて意欲・能力を生かして活躍
Å70代まで働く高齢者の特性に応じた雇用機会

Åオールジャパンで能力と働く場のニーズをマッチング
Å

Å

Å

Å生活機能を確保する小さな拠点・

◆ 2019
昨年までの施策に対し、 、および

Ḳ 2019 ( ) ( )
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地方自治体の重点施策をもとに共通点を抽出

① 地域の活力づくり(雇用環境づくり)
・雇用機会を創出し、市に住み、働ける環境を整備する（産業誘致、事業創造）
・活力を創出する産業環境づくり（地場産業・新規産業基盤づくり）

② 若い世代の生活支援と高齢者福祉
・若い世代の結婚・出産・子育ての支援と安心な環境づくり(子育て支援策）
・教育・社会福祉を地域で支える仕組みをつくる（子供の教育・高齢者福祉）

③ まちづくり・地域づくり
・時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守る（地産地消）
・ ṕ Ṗ
・地域コミュニティの維持、 ṕ Ṗ
・ をつくる（安心な暮らし環境づくり）
・「中山間地域」と「都市」が共存できる社会づくりṕ Ṗ

ṕ Ṗ
・豊かな自然と地域の伝統的暮らしを希望する （伝統・自然環境の維持）

( )
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26

出典: 内閣府 平成27年版交通安全白書

25 ṕ Ṗ

出典: 警察庁
(戦略的イノベーション創造プログラム自動走行システム推進委員会資料)

Å ( )
Å高齢者固有の加害事故の原因は、運転操作の不適
Å遺族の交通事故防止対策に関する要望の中で、高齢者の交通事故対策の順位が高い

http://www8.cao.go.jp/koutu/taisaku/h27kou_haku/index_pdf.html

ể

18



次世代自動車のWell to Wheel CO 2排出量

ÅWell - to -Wheel
日本は最も電動化(HEV)が進んでいるが、今後BEV化を進めても発電段
階での化石燃料への依存度が高ければWell - to -WheelのCO2排出量削
減の効果がでにくい。
ガソリンや電気等を製造する過程まで含めたCO2排出量の評価が重要。

Å
日本は化学燃料依存率が高い。
今後、再エネ導入量を増加させていくが、
OECD諸国の中では、依然として比率が高い。

Å
分散型エネルギー社会のカギは電池、BEV・PHEV・FCEVをエネルギーシス
テムに連結(V2H、V2G)させることが構成要素として重要。

Å
旅客・貨物においてCO2排出量が最も多いのは自家用車。
鉄道やバスなどの交通機関、自転車や徒歩による移動、シェアリングなどを
統合した利便性の高いMaaSが活用できる移動インフラの整備が重要。

各国の電源構成

出典：日本のエネルギー2017、資源エネルギー庁

再エネ

2030年度の電源構成

Ễ
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2019 第19号･第20号･第21号：岩手県・宮城県・福島県・茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・新潟県

・ 第10号・第13号・第15号・第17号：佐賀県・千葉県 ・山梨県・長野県・静岡県
第3号・第5号：長崎県・鹿児島県・熊本県

2018 第24号：鳥取県・宮崎県・鹿児島県
北海道胆振東部 ：北海道

（平成30年7月豪雨等）・ 第5号・第6号・第7号・第8号：岡山県・広島県・愛媛県
2017 21号：新潟県、三重県、近畿地方

18号：京都府・愛媛県・大分県
（九州北部豪雨等）、 第3号：福岡県・大分県・秋田県

※発生予測確率は、地震調査研究推進本部による

www.bousai.go.jp/kyoiku/hokenkyousai/jishin.html
出展：内閣府防災情報のページ

ễ
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出展：Rebright Partners Pre Ltd.

ユニコーン企業ランキングで日本は11位
Preferred Networks 、TBM、スマートニュースの3社
のみだが、増加傾向にある

Source：CBinsights［Unicorn List 2019 10.14 ］

( )

2000年 2008年 2017年

3位 23位 25

GDP

1990年 2008年 2017年

14.3% 8.9% 6.1%

GDP

1990年 2010年 2020年

1位 27位 34

IMD

出典：World Economic Outlook Database
https://www.imf.org/external/pubs/ft/weo/2018/01/weodata/index.aspx

出典：The 2017 IMD World
Competitiveness Ranking

https://www.imd.org/globalassets/wcc/docs/
release -2017/2017 -world_competitiveness_ranking.pdf

IMD(スイス国際経営開発研究所)

https://www.jpc -net.jp/intl_comparison/intl_comparison_2018_press.pdf

出典：公益財団法人 日本生産性本部 労働生産性の国際比較 2018年版

15

ユニコーン企業：
評価額が10億ドル以上の未上場のスタートアップ企業

Ệ-1
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■156ヵ国を対象にどれだけ幸せに感じているのかを調査し
６指標を用いてランク付け
Å社会的支援(困ったときに頼れる親戚や友人がいるか)
Å人生の選択自由度(人生の選択自由度に満足しているか)
Å社会の腐敗度(汚職・腐敗)
Å社会的寛容さ(1ヶ月以内にお金を寄付したか)
Å一人あたりのGDP
Å健康寿命
※ その他の要因(残差)

基本6指標の値自体は、日本もさほど悪くはないが、その他の要因
(残差)指標値が小さいため相対的に順位を落としている

世界幸福度ランキングは、客観的な幸福度を算出しているわけで
はないが、

2019 Ḳ156 58

Ṅ 出展：World Happiness Report 2019

一人当たりのGDP

社会的なサポート

健康寿命

人生選択の自由

寛大さ

汚職の有無

その他の要因

Ệ-2
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⁯ Υ︠ βϥ Sustainable Development Solutions Network ₰

ψ141у⁯ 54ӡˢ2018 ˣ ὊↄϞ־ ψ ӡιΥʺϋρϤϋρϤΥ`διρψḇαοΜσΜʻ

2019 3 20

ӪϬϜμο▫Ⱨτ︡Ϥ ϭπΜϥ ỘԌ

ʿ 6% ₰ 139у⁯ 132ӡ

⁯ʿ 34%

1990 2010 2020

1st 27th 34th

IMD

International Institute for Management Development (IMD)

Ệ-3



～10 ｜ 20 ｜ 30 ｜ 40 ｜ 50 ｜ 60 ｜ 70 ｜ 80 ｜ 90 ｜100～
真の心の幸せを
追求する世代

ワーク・ライフ・
バランスの
追求する世代

働きながら
学ぶ世代

グローバルに活躍
する世代

社会全体で大切に
育む世代

Å
少子高齢化に立ち向かい、子育て支援や社会保障基盤を強
化し経済成長を持続させる、全員参加型社会。

70Ṍ80
Ẕ

出展:「日本の将来推計人口(平成29年推計)」
(国立社会保障・人口問題研究所)

2040年2015年

Å 2018
Society 5.0 実現に向けた、AI・IoT・ロボットを中心としたIT
技術を用いた取り組み、潜在成長率を大幅に引き上げ。

Å ( )
東京一極集中を是正し、地方の人口減少問題の克服と成長
力を確保し、各地域が自律的で持続的な社会を創生。

団塊の世代

団塊ジュニア

Å
地域主体で、特性に応じた高齢者に住まい・医療・介護・予
防・生活支援を一体的に提供するケアシステムを構築。

出展：厚労省
https://www.mhlw.go.jp/file/05 -Shingikai -10601000 -
Daijinkanboukouseikagakuka -Kouseikagakuka/0000166296_7.pdf

ệ
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70- 79

20- 29

20
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26

ITFḲInternational Transport Forum
OECD

ỉ

・2021年5月17 -28日に年１度の閣僚級Summit を開催、ITF交通展望2021を発信
テーマ：Transport Innovation for Sustainable Development

参加者数：1,700 人以上、参加国数：85（日本も参加）

・持続可能な交通モードへの転換

・エネルギー効率の改善

・電気自動車及び低炭素燃料の導入

・不要な移動の削減

・アクセシビリティの向上

コロナからの経済回復施策

・脱炭素へ向けた施策の加速化…2050年CO2排出量70%減(2015 年比)

ITF 2021
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・長寿化による 、 、
個々の活躍の機会が増加

・ 暮しや余暇・労働に割く時間が増加、

・個性・能力・志向の多様化、

】

・ 新たな体験、
共感と協働による

・ による往来(交流・関係人口)と
移住増加、

・実体験・人と会うことの価値最大化、

】

・

の追求

、脱炭素社会の実現に貢献

1- . 1 - . 1 - . 

ể. 

Ễ. 
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そうだ、行ってみよう！

観たい！
食べたい！
遊びたい！…

×

［コミュニティの形成］
・また行きたい
・移り住みたい

［地域消費増］
・そこでしか買えない
・そこでしか見られない

［健康社会］
・歩くことでの
未病化

ṙ Ṛ

ṙ Ṛ

SmartCity

[価値につながる移動を誘発]

都市から中山間地域
公共交通網

～リアル～

PMV

1.

自家用車・自動運転

超小型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ

物流

公共交通

ṙ Ṛ

～バーチャル～

移動(混雑等)
状況の視える化

［自己実現］

多様なライフスタイル・コミュニティ・地域活性化に貢献する移動

Ễ. 

パーク&ライド゙

オンディマンド

ライドシェア

シェアリング

3

MaaS

［地域活性化］

30
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そうだ、行ってみよう！

観たい！
食べたい！
遊びたい！…

×

［コミュニティの形成］
・また行きたい
・移り住みたい

［地域消費増］
・そこでしか買えない
・そこでしか見られない

［健康社会］
・歩くことでの
未病化

ṙ Ṛ
ṙ Ṛ

SmartCity

[ ]

都市から中山間地域
公共交通網

～リアル～

PMV

1.

自家用車・自動運転

超小型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ

物流

公共交通

ṙ Ṛ

～バーチャル～

［自己実現］

多様なライフスタイル・コミュニティ・地域活性化に貢献する移動

Ễ. 

パーク&ライド゙

オンディマンド

ライドシェア

シェアリング

3

MaaS

［地域活性化］

多様なライフスタイルを支える移動

Ệ
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【本日】
4



・Well to Wheel
から、カーボンニュートラルの
実現に向けた、ITS Japan

を検討し、
2021年度後半以降の活動
計画を策定する。

( )
・活動の進め方は、 Ễ

１）全体俯瞰
NPO を通じ、

社会全体の中での CO2 すると共に、ITS    
Japanが貢献できる分野、活動内容及び目標を明らかにし特定していく。

２）深掘りの視点
・ITS Japanの立ち位置、強み弱み、他団体の取組み状況を考慮して取組み内容を
選定する。
…V2H/V2G MaaS であるが、上記全体像を
確認した上で取り組み課題を選定

・ITS Japanの各委員会の委員長との意見交換を通じて、下記の２つの視点で対象
を絞りこむ。
・ （例: MaaS活用、物流）
・ エネルギー （例:V2H/V2G 、渋滞削減、物流）

34
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36https://www.env.go.jp/council/06earth/y060- kondan05/mat01- 09.pdf

¸

¸

¸ 30



37https://www.env.go.jp/council/06earth/y060- kondan05/mat01- 09.pdf
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ITS 1/2

¸

¸

¸

¸

⁯ῖ Ὂ▀ ḕẽ ὕ╔ ꜛῬᵓs ⁯ˣ (EU)
Ằ

ṳ

CO2⌡ᾚ ⌡ᾚ︣  ⌡ᾚ︣  ⌡ᾚ︣  ⌡ᾚβϥӮχITSṪ Ϟ☼├

CO2⌡ᾚ ⌡ᾚ︣  ⌡ᾚ︣  ⌡ᾚ︣  ⌡ᾚβϥӮχITSṪ Ϟ☼├ ⁯ῖ Ὂ▀ ḕẽ ὕ╔ ꜛῬᵓs ⁯ˣ (EU)
Ằ

ṳ

Ṑḩἄ כּ ᵠ (ITSJ Ӥᵰ) ṛ χᶨ ʺ ḊΠ ˓ ˓ ˓ ̓

֫ ᵠ (ITSJ Ӥᵰ)ּכχ►Μ χᵠᶗʺϵЀЖжϱУχἴ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

ṓꜛ ˢФжϽϱрˣ̍כּ ᵠ (ITSJ Ӥᵰ) ʾ ʺЯ˔ЌχṪ ᵫ ʾם ʺ ᴣᶊᴟ ˓ ˓ ˓ ˓

МϱУзАЖּכ Я˔Ќ כּ ᵠ (ITSJ Ӥᵰ)и˔и ʾ ᴟ ˓ ˓ ˓ ˓

(ITSJ Ӥᵰ) ᴟʺ τBEV/PHEV/FCEVχ ẉ ˓ ˓

כּ (ITSJ Ӥᵰ) ʾ ʺЯ˔ЌχṪ ᵫ ʾם ˓ ˓ ˓ ˓

НϱϷ (ITSJ Ӥᵰ) ṛ Ɫ◦כʺṪ ᵫ כ◦ ˓ ˓ ˓ ˓

ϵКиϻ˔χ ᴟ (ITSJ Ӥᵰ) ᴟ ᴂʺ ᴣᶊᴟ ˓ ˓ ˓

ʾ ϱрТж χכּ ʾ ϱрТж (ITSJ Ӥᵰ) ỲϞPPPʺ χׄʺSA/PA כּ ʺӛ Ђϱрˢ ꜡ˣ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

НІχ ʾ ϱрТж (ITSJ Ӥᵰ) ỲϞPPP ˓ ˓ ˓ ˓

ЕжАϼχ ʾ ϱрТж (ITSJ Ӥᵰ) ỲϞPPP ˓ ˓ ˓ ˓

Ṫ χᾆẕᵫ ʾם ᴟ (ITSJ Ӥᵰ)мϱбйІẚ ˓ ˓

(ITSJ Ӥᵰ) “ ẚ ʺ “ мϱбйІẚ ˓ ˓

(ITSJ Ӥᵰ)ЕжАϼּכ χ ἷᴟʺЕй˔ж˔ᴟ ˓

כּ ꜛ χCO2

⌡ᾚˢ כּ

ḯϚˣ

˲ϵКиϻ˔Ɫᾛ

Τϣᴣ ϒχ

ḊФкЈІ˳
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ITS 2/2

¸ [ ] ex.
¸ [ ] MaaS

CO2⌡ᾚ ⌡ᾚ︣  ⌡ᾚ︣  ⌡ᾚ︣  ⌡ᾚβϥӮχITSṪ Ϟ☼├ ⁯ῖ Ὂ▀ ḕẽ ὕ╔ ꜛῬᵓs ⁯ˣ (EU)
Ằ

ṳ

῟ ᴟ
ФжЕϲ˔р “ʺᵁּכ ὫʺЍУи

Ὣ
ḧכּכּ , ADAS ˓ ̚ ˓

Ặ ˗Ἃᴻ ⌡ᾚ ЫАЎрϽЄІГЭʾФжАЕТ϶˔Э

Ὂ Ω ᴟʺ™ Ω ᵕὊ ὓ▄ʺAIʺIoTʺЂФжϱЎϴ˔р ῟ ᴟ ˓

֫ ⱧỘּיʾᴻ︠χ︡ ếᴟ ϵК τΣΪϥᴻ︠ ᴣχΚϤ ᾋ ΰʺ▄ ϒ ˓ ˓

֫ χДЅЌиᴟ IoTτϢϥᶗ ЄІГЭʺϵЀЖжϱУʺ‰ ˓ ˓

ζχ ᵤ ʺ ϒχЯ˔ЍиЄТЕ ˓

כּ ϕΤ χᵠ σ כּ Ϟᴻ ϙᴞϧΰІЧ˔Іχ ằ ˓ ˓

⌡ᾚ ῖ ‹ ῈχΩ ᴟ Ḛ ЄІГЭʺAIʺФк˔Уʺ ‹ ῈϞITSχ σϥ‰ ᴟ ˓ ˓ ˓

‰ ЂϽ πχ ḧכּ πχּכ ᴞ Ӫ ꜘ (˓) ˓

Ϭ ΪθὊ ЗРʺETC2.0 ˓ ˓

ꜘ ˓

ϯАФˢӱ Ⱳḧ ˣ ‹ ♁ᵕ ⌡ᾚ ITS πχ ‹ ằʺ ˓ ˓

ЅйрЫЋ˔рᵕ ITS πχ ‹ ằʺ ˓ ˓

τϢϥ ˗ ᵠ ᾢ ︢χꜛ ᴟ ḧכּ ʺ‰ ˓ ˓

ẩ ᴿỲʺᶤԏ ETC, GPS, 4G/5G, ϱрТжϸЮж (˓) ˓ ˓ ˓

ϵзϯᴿỲʺᶤԏ ETC, GPS, 4G/5G, ϱрТжϸЮж (˓) ˓ ˓ ˓

Ⱳḧ ᴿỲʺᶤԏ ETC, GPS, 4G/5G, ϱрТжϸЮж (˓) ˓ ˓

BRT, LRTσς θσӱ ︣ ằBRT χ й˔рχ ʺНІЌ χЯРзГϰМУχ ˓ ˓ ˓ ˓

Ṍ χ ʾ ΰ MaaSτϢϥ ›ᴟʺ◦ ԁᾕᴟ,ʺЂУІϼʺὊ ᾁ┤ʺ ˓ ˓ ˓

Ṍ НІχ ʾ ΰ ‹ Ὲʺ й˔рʺЀкЗ ├ˢ ẁϸϳрЌ ˣMaaS ˓ ˓ ˓ ˓

жϱЖЄϴϯʺНϱϼЄϴϯ MaaSτϢϥ ›ᴟʺ◦ ԁᾕᴟ,ʺЂУІϼʺὊ ᾁ┤ʺ ˓ ˓ ˓

ʾꜛ כּ й˔рσςʺЄϴϯЂϱϼиχ ẉ ˓ ˓ ˓ ˓

◕ὓᵊʾ ᵠ
ЀрОϼЕᴟτϢϥӱ ẩ ᾚ

◕ᴟχ ꜛᵓρχἰϩϤˢזּʺ ֫ ʺЄϴϯзрϽʺMaaSʺ

ἷЯРзГϰʺV2GʺЀрОϼЕЄГϰρΩ ЯРзГϰˣ
˓ ˓ ˓ ˓

◕ χ כּ   ꜛ ֫ σςτϢϥ Ὕ ˓ ˓

ῖ ├χ ṛ Ộ☼ ϒχӱ   ꜛ ֫ σςτϢϥ Ὕ ˓ ˓

ЄІГЭχDXχ ḕ χ כּ͐ʺ ᴟ ˓

ΰ ˢ‰ ˣ ETC2.0 χРАϽД˔ЌϬᶨ ΰθ ├ ˓ ˓

CO2 כּ χӱ

ⱲτΣΪϥˢῖ

ᵠ ˣτϢϥ

⌡ᾚ

˲ϵКиϻ˔Ω

πχӱ χᴣ Ω

ᴟ˳

῟ ᴟ

˲ᾖ ӡϵКиϻ˔ χ

ᾚ̰ӱ ẉόϵКиϻ˔

ḊṪ χᶗ ˳

῝Ặῖ χ ӟᵰχӱכּ ︣ ϒЄ

ТЕ

ᴿỲ (ӱ ⌡ᾚρ ῖ ︣ ϒχЄТ

Е ˣ

ῖ ᶪᴟד

˲ῖ χדᶪᴟ̰ᵹξΨϤ

ρԁ ρσμθ ◕ῖ ᶗ

˳

ꜛ ῖכּ ˢӱ ẩ ˣχ

⌡ᾚ ˢ כּ ϜḯϚˣ

˲ σῖ ︣ χΩ ʾᵙ

ϙ›ϩδ˳
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・耐災害性を備えた電力や交通
などの重要インフラに加え、
情報利活用を含めた仕組み
の構築を以下の視点を意識
して活動していく。

・被災地への

・人命や経済損失の最小化と
ともに、

としていく
・過去のITSJapanの提言を
振り返り、社会実装の加速化
を考える。

し、③でITS Japanとしての貢献領域を検討した後、2021
年度後半以降の活動計画を策定する

( )
①.過去のITS Japan （災害時平常時HB委員会等）の
②.官庁、各種団体、車・バス・タクシー・物流事業者等の の確認

③.災害レジリエンスの3つの力ṕ Ṗ とITS 
Japan 

④.激甚災害、気象災害、人的災害時におけるITS関連インフラの協調・高度化と情報利活用に
よる安全・安心の確保のための計画策定推進

⑤.関連団体との連携

40

1-



Â ( / Ṗ
① 過去のITS Japan災害関連委員会（災害時平常時HB委員会等）の活動振り返り
② 官庁、各種団体、車、バス・タクシー・物流事業者等の現時点における災害対策動向の確認
③ 災害レジリエンスの3つの力（予防力、順応力、転換力）に対するニーズの再確認とITS Japan 
としての活動ターゲットの絞り込み

④ 激甚災害、気象災害、人的災害時におけるITS関連インフラの協調・高度化と情報利活用による
安全・安心の確保のための計画策定推進

⑤ 関連団体との連携

②.災害対策動向

③.ニーズの
再確認
ターゲット
絞り込み

①.過去委員会
振り返り ④.計画策定

↓
2021年度
委員会

⑤.関
連団
体との
連携

現時点での検討状況
41



Â ṕ Ṗ
ü 耐災害性を備えた電力や交通などの重要インフラが生活や被災地への人流・物流を途絶することなく機能し、
人命や経済の損失を最小化する仕組みの検討・構築

ü 災害時のみならず平常時から活用できる事
ü 本活動を通じ、ITSを使用した課題解決へ向けた関係省庁への提言、及び各種活動の促進への貢献

χ ᴱ χ Ϭếᴟβϥ

ᴂ χ ὨᵗⱲτ ϒ Ϋϥ

Ḋ χ θσạ τӱϤ Ϛ

ᶘ ễ ←ᵲ ᴂ ˮйЅзϵрІ˯χᵵ ρ  ϢϤԏ

Â ṕ Ṗṏ
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Â /

ṕ2011 Ṍ2018 Ṗ
Ṍ Ṍ

Â

ṕ2011 ṌṖ
Ṍ Ṍ
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ṏ

Â /

ṕ2011 Ṍ2018 Ṗ
Ṍ Ṍ

Â

ṕ2011 ṌṖ
Ṍ Ṍ

Â

これまでの取り組み：
↓

今後の取り組み：「地域レジリエンスの向上」視点から、

44
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ṕ Ṗ

セクター 動向 対象

行政 国 防災・減災、国土強靭化のための
５か年加速化対策

国土交通省
経済産業省
総務省
内閣府

県 静岡県地域防災計画
徳島県地域防災計画

静岡県
徳島県

市町村 静岡市地域防災計画
徳島市地域防災計画

静岡市
徳島市

事業者 物流 インターネットより ヤマト
佐川
日通

カーメーカー インターネットより 調査中

バス、タクシーインターネットより 調査中
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セクター 動向 対象

行政 国 防災・減災、国土強靭化のための
５か年加速化対策

国土交通省
経済産業省
総務省
内閣府

県 静岡県地域防災計画
徳島県地域防災計画

静岡県
徳島県

市町村 静岡市地域防災計画
徳島市地域防災計画

静岡市
徳島市

事業者 物流 インターネットより ヤマト
佐川
日通

カーメーカー インターネットより 調査中

バス、タクシーインターネットより 調査中

ṕ Ṗ



ṕ Ṗ
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予防力 順応力 転換力

点検 強靭化
発災情報
伝達

避難誘導 その他 物資の要否 輸送ルート 情報伝達 復旧目処 その他
復旧・復興
状況

新たな土地の
魅力

街づくり その他

国

内閣府、総務省
経産省、国交省

国土ー10

国土－29 国土－29

総務－41 総務－41

国土ー52 国土ー52

国土ー53

国土ー55 国土ー55 国土ー55

経産ー65

国土ー84 国土ー84

内閣ー100

国土ー104 国土ー104 国土ー104

国土ー107 国土ー107

国土ー113

国土ー114

国土ー115

総務ー122

内閣ー123 内閣ー123

都道府県
（静岡県）

静岡県予防－1 静岡県予防－1 静岡県応急－1 静岡県応急－1

静岡県予防－2 静岡県予防－2 静岡県応急－2 静岡県応急－2 静岡県応急－2

静岡県予防ー3 静岡県予防ー3 静岡県応急－3 静岡県応急－3 静岡県応急－3

静岡県予防－4 静岡県予防－4 静岡県応急－4 静岡県応急－4 静岡県応急－4

静岡県予防－5 静岡県予防－5 静岡県応急－5 静岡県応急－5 静岡県応急－5 静岡県応急－5

静岡県応急－6 静岡県応急－6 静岡県応急－6 静岡県応急－6

静岡県応急－7 静岡県応急－7 静岡県応急－7 静岡県応急－7

都道府県
（徳島県）

徳島県予防－1 徳島県予防－1 徳島県応急－1 徳島県応急－1

徳島県予防－2 徳島県予防－2 徳島県応急－2 徳島県応急－2

徳島県予防－3 徳島県予防－3 徳島県応急－3 徳島県応急－3 徳島県応急－3 徳島県応急－3

徳島県応急－4 徳島県応急－4 徳島県応急－4 徳島県応急－4

徳島県応急－5 徳島県応急－5 徳島県応急－5 徳島県応急－5

徳島県応急－6 徳島県応急－6 徳島県応急－6 徳島県応急－6

徳島県応急－7 徳島県応急－7 徳島県応急－7 徳島県応急－7

基礎自治体
（静岡市）

静岡市予防－1 静岡市予防－1 静岡市応急－1 静岡市応急－1 静岡市復旧－1 静岡市復旧－1 静岡市復旧－1

静岡市予防－2 静岡市予防－2 静岡市予防－2 静岡市応急－2 静岡市応急－2

静岡市予防－3 静岡市予防－3 静岡市応急－3 静岡市応急－3

静岡市予防－4 静岡市予防－4 静岡市応急－4 静岡市応急－4 静岡市応急－4

静岡市予防－5 静岡市予防－5 静岡市応急－5 静岡市応急－5 静岡市応急－5

静岡市予防－6 静岡市予防－6

静岡市予防－7 静岡市予防－7

基礎自治体
（徳島市）

徳島市予防－1 徳島市予防－1 徳島市応急－1 徳島市応急－1 徳島市復旧－1 徳島市復旧－1 徳島市復旧－1

徳島市予防－2 徳島市予防－2 徳島市応急－2 徳島市応急－2

徳島市予防－3 徳島市予防－3 徳島市応急－3 徳島市応急－3 徳島市応急－3

徳島市予防－4 徳島市応急－4 徳島市応急－4 徳島市応急－4

徳島市予防－5 徳島市応急－5 徳島市応急－5 徳島市応急－5

徳島市予防－6 徳島市予防－6

徳島市予防－7

徳島市予防－8 徳島市予防－8

徳島市予防－9 徳島市予防－9

徳島市予防－10 徳島市予防－10

徳島市予防－11 徳島市予防－11

徳島市予防－12 徳島市予防－12

徳島市予防－13 徳島市予防－13

徳島市予防－14 徳島市予防－14

徳島市予防－15 徳島市予防－15

運輸業界

ヤマトー1 ヤマトー1 ヤマトー1 記事ー1 記事ー1

ヤマトー5 ヤマトー5 記事ー2

佐川ー1 記事ー3

日通ー7 記事ー4

ヤマトー2

ヤマトー3

ヤマトー6

佐川ー4

佐川ー5

佐川ー7

佐川ー8

日通ー1

日通ー2

日通ー3

日通ー4

日通ー5 日通ー5

日通ー6

日通ー9

⁯χ☼├ψ Υ

ꜛⱵ ʺⱧỘּיτσ
ϥτνϦʺ ᴂ Υ

ᴥἱΰ

τ Ḋ χ
Г˔Ыψ σΜ

各セクターの取り組みを災害レジリエンスの3つの力（予防力、順応力、転換力）に分類しマトリクス化

ṕ Ṗ
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̙ ểḲITS Japan

・道路交通情報活用でシステム高度化
・官公庁と民間企業の橋渡しできる等

ṕ Ṗ

̙ ỄḲ

・平常時のシステムとして予防力を高め
・災害時のシステムとして順応力を高める等

̙ ễḲ

・３つの力（予防力、順応力、転換力）毎にテーマを分類
・各セクター（国、県、自治体、事業者、来街者、居住者）毎に貢献/受益を見る
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ṕ Ṗ

１ ¸ DX
V災害時の踏切長時間遮断対策
V道路施設情報、気象情報、気象予測情報、河川情報、土砂災害情報の利活用
V住民・移動者等への情報伝達手段の多重化・多様化対策
V被害状況や避難勧告の発令状況等の活用（自治体、移動者支援）
V連携型インフラデータプラットフォームの構築等、インフラ維持管理に関する対策

国土交通省
総務省
総務省
内閣府

２ ¸

V車両センサー収集情報の利活用
Vインフラ情報（道路施設情報、気象情報、気象予測情報、河川情報等）の車両側への提供

国土交通省

３ ¸

V災害情報の収集とトラックへの情報提供、ハザードマップ生成
Vトラックデータの連携基盤構築、データ利活用

経済産業省
物流MaaS

４ ¸

V車載ドライブレコーダー、二輪車・二輪車情報の活用
Vナビ連携、交通管制システムとの連携

自工会連携

５ ¸ ṕEVṖ
V自宅、避難所等での生活電力の供給
V災害時の電動車最適配置、提供電力の可視化、充電設備、電動車等の運用管理他

自工会連携

ṕ Ṗ
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技術論ののみならず社会科学的思考
など、

・移動のもたらす価値を整理、その
価値を移動前のモチベーション向上
につなげる“バリューチェーン”の
シナリオ

・移動の目的づくりと行動変容
（モチベーション）の関係を整理、
移動を促すサービスシナリオ

( ) 移動バリューチェーンを踏まえた

( )
（ * ）

*）移動は目的を達成する為の手段であり、移動先での目的も含めた実態を把握
官庁・各種団体・各企業の動向を確認
…例：国が地方創生の一環で進めている ¬ º

（日本の政策に貢献できることを検討）

・対象：“ º ¬ ◓Ӿοᵃ ᴪ º

ṏまずはこれらの点に着目するが、他の視点も初めから除外はしない

・上記を対象として
地域・シニア/若者の
…そもそも”なぜ人は移動するのか”・“移動しないのはなぜか”、(若者の)行動意識、
バーチャル技術の活用・効果検証など
移動制約の削減、利便性向上、移動中サービス等の検討

ẓ

活動例 ・ からの移動モチベーション発掘、自治体間をつなぐ施策
・ …ex.スタートアップ企業、データ活用イベントとの連携等
・移動誘発のビジネスモデルづくり…ex.

移動全体

通勤・観光他

ṕ Ṗ

2.



そうだ、行ってみよう！

観たい！
食べたい！
遊びたい！…

×

［コミュニティの形成］
・また行きたい
・移り住みたい ［地域消費増］

・そこでしか買えない
・そこでしか見られない

［健康社会］
・歩くことでの
未病化

ṙ Ṛ ṙ Ṛ

[ ]

～リアル～

PMV

自家用車・自動運転

超小型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ

物流

公共交通

ṙ Ṛ

～バーチャル～

［自己実現］

データ利活用

パーク&ライド゙

オンディマンド

ライドシェアシェアリング

MaaS

［地域活性化］

[ ] [ ]

Value

Value

ṕ Ṗ ¬ ¬

Value
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ṕwant Ṗ

(must Ṗ
¬ º ¬ º

ṕ Ṗ

Ex.
Ṍ Ṍ / Ṅ

ṏex.

ẓ

V

Ẍ Ḳ
・移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」
でもない、 Ṅ Ṅ
・全国の関係人口：1800万人超
…関係人口への関心(潜在人数推定)：約3200万人

V

移動のバリューチェーンに貢献するサービス
価値ある移動のモチベーションを向上させるサービスを検討

ẓ
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~ Person Trip Survey ṕPT ) Ṍ

27 ṕ2015 Ṗ

20歳代は自宅で過ごすことに
最も積極的！？

20歳代の移動は60歳代、70歳代より少ない！？

移動全体が減少特に、若者！？

PT ṕ2018 Ṗ

PT ṕ2010 Ṗ

過去20年右肩下がり
KDDI

54

https://lifull-homes-press.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/uploads/press/2018/01/efd2a50efcd9455b7ef7af80b3ab97a2.png


V国交省国土政策局の施策への貢献

ẁ ¬ º関係省庁等の動向把握
国交省等の考える“関係人口”政策の理解

“関係人口”の移動に係る実態、
課題、取組等の把握

＊【対象】
-“シニア”、“若者”、“子育て過程”最終とりまとめ~関係人口の拡大・深化と地域づくり~ 等

地域活性化
↑

関係人口
増加

地域間移動
増加

【国交省_国土政策局】

関係案内人・中間支援組
織が行う取組をバックアップ

【国交省_総合政策局】

誰もがより快適で安易に移動
でき、生活に不可欠な交通の

維持・確保

【総務省】

関係人口と地域との継続的
共同事業の支援

【内閣官房/内閣府】

東京一極集中の是正

【農水省】

最終的には農業人口の増加

【経産省】
↓

地方経済の活性化促進

【環境省】

地域循環共生型の創造

【内閣府/クールジャパン戦略】

インバウンド需要の呼び込み

2021年3月
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ṕṖ

Ḵ

・ターゲット世代
・地域間の移動

・・・好き、・・・ファン、
・・・女子/男子・・マニア、
・・・族・・・オタク、・・・狂い等

V ṕ Ṗ Ḵ
V ¬ º Ḵ
V Ḵ
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第4期中期計画におけるITS Japanの活動指針

～第3期中期計画振り返り議論より～ITS Japanの活動指針(案)

1. 産官学連携でITS していく。

2. 業界団体の困りごと・将来に向けた していく。

3. ITS Japanの中立的な立場を活用、

していく

58
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ϸГЁз˔ ⱧΤϣχέ◙ ʾέӪᾋ(ЂЫз˔ˣ ͐ṍ ὓ

ITS Japanχ
ЬАЄдр
( ᶤ)

・Ễ ễ (US/EU/ ) Key
・ への貢献・支援…(¬ ¬ )
…将来像を描き、移動の新たなあり方を姿を示し、それを実証していく旗振り（官庁と連携・縦割りの横ぐし）
・
…国全体の共通課題の共有・横展→解決に向けた旗ふり、民間側でのITSとしての大きな方向性のまとめ、
協奏・協調の議論促進

・日本全体の ・

・様々な実証内容のオープン化、
・“ （スケールフリーなネットワーク) º
・

活動のガイドライン

・日本全体指針の提言・
牽引
・共通課題の解決への
アクション

・各社社会課題解決テーマ
の促進

(第3期の振り返りより)

ϛ ϒχ
έ◙
(έṍ )

ẇ になってほしい、もっとITSJapanが

ẇ を始めとしたクルマ・移動のみならず、

◆ ：特にどの部分に活動領域の焦点とするか。中小・ベンチャーの方々が何を期待しているか？
◆
ṏ“何が起きてて”・“何を日本として考えていかなければならないのか”

◆日本全体の課題解決に向けた活動が限定的にならないようするためのº ¬
◆(場づくりを進めるため) ITS Japan が良い形にする…ITS Japan ( )

ということが大事。

■激震的変化の中で、ITS Japan ¬ º
第４期中計の節目はITS Japan
■ITS Japan

ẇ

ẊITSJapan

ẌITSJapan
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コア
スキル

Action
・
活動
内容

Output

・国内外アンテナ力（組織として共有要）
…人脈、フットワーク
・語学力

・知識・知見・見識
…技術
…ビジネス

・考察・課題構築力 ・コミュニケーション力
プレゼンテーション力

・意見交換
・各種ワークショップ開催

w/官庁、自治体、大学、企業、、

ex.官民連携会議/TF

・現地訪問・議論
・web調査
等 各種リサーチ

・各種イベント
…ITSWC・AP
…フォーラム、コミュニティプラザ・・・

（提言・実証）
（解決策）

…将来課題の検討会・勉強会
…具体的なプロジェクト検討会
…課題・ノウハウ共有会 等々

・各種発信（News、メルマガ・・・）

( )

↑

( )

↑ ↑
マクロ視点
長期視点
横ぐし視点

標準化・規格化
協調領域事業モデル
社会的受容性
日本の意見の国際発信
等々

ex. ITS SIP

ITS Japan

情報提供・リサーチ
w/ ( )

国際発信

現場目線

論文
( )
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ITS TF

ITS

2021/10

1.

ỄḰ

ITS

TF

ITS

Ṍ Ṍ

ẓ10
ṕ º º Ṗ

ỢỒ

WG

New

New

New
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¬ ¬
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ITS Japan
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